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讃美歌 186 番【われらが手になる】 

み名による祝福 司）父と子と聖霊のみ名によって。 
会）アーメン 

罪の告白 

司）父なる全能の神よ。 
全員）私たちは生まれながら罪深く、けがれに満ち、思いとこと 

ばと行いとによって、多くの罪を犯しました。私たちはみ 
前に罪をざんげし、父なる神の限りないあわれみにより頼 
みます。 

司）あわれみ深い神よ。 
全員）み子イエス・キリストのゆえに、すべての罪をゆるしてく 

ださい。聖霊によって、主と主のみ旨についてのまことの 
知識を与え、また主のみことばへの従順な心を私たちに与 
えてください。 

ゆるしの言葉 

司）天の父、全能の神は、私たちを憐み、私たちのためにその独 
り子を死に渡し、これによって、すべて の罪をゆるしてく 
ださいました。また、み名を信じるものには、神の子となる 
資格を与え、聖霊を注いでくださいます。信じて洗礼を受け 
る者は救われます。主よ、私たちすべての者に、この恵みを 
お与えください。   

全員）アーメン 

聖書朗読 マタイによる福音書 22:1～14 / 新 42頁 

説 教 ありがとう / 笠原光見牧師 

信仰告白 
（使徒信条） 

天地の造り主、全能の父である神を、私は信じます。そのひとり
子、私たちの主イエス・キリストを私は信じます。主は聖霊によ
ってやどり、おとめマリアから生まれ、ポンティオ・ピラトのも
とに苦しみを受け、十字架につけられ、死んで葬られ、陰府にく
だり、三日目に死人の ｂうちから復活し、天にのぼられました。
そして全能の父である神の右に座し、そこから来て、生きている
人と死んだ人とをさばかれます。聖霊を私は信じます。また聖な
る公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだの復活、永遠
のいのちを信じます。アーメン 

祈りのとき （しばらくの時、皆様それぞれの心にある祈りを神さまに注ぎだしましょう） 

主の祈り 

天にましますわれらの父よ、願わくはみ名をあがめさせたまえ。 
み国を来らせたまえ。み心の天になるごとく、地にもなさせたま
え。われらの日ごとの糧を今日も与えたまえ。われらに罪を犯す
ものを、われらがゆるすごとく、われらの罪をもゆるしたまえ。
われらを試みに会わせず、悪より救い出したまえ。国と力と栄と
は、限りなくなんじのものなればなり。アーメン 



祝福 

司）主があなたを祝福し、あなたを守られます。 
主がみ顔をもってあなたを照らし、あなたを恵まれます。 
主がみ顔をあなたに向け、あなたに平安を賜わります。 
父と子と聖霊のみ名によって 

全員）アーメン 

讃美歌 382 番【ここは神の世界】 

 

讃美歌 186 番【われらが手になる】 讃美歌 382 番【ここは神の世界】 

１．われらが手になる 宮をささぐ、 

  いまこそうけませ わがみ神よ。  

 

２．集えるわれらと ともにいませ 

  慰めぬしなる わがみ神よ。  

 

３．迷えるものには 道をしめし 

  ちからをたまえや この宮にて。  

 

４．あらしの時にも この宮にて 

  まことと愛とを 強めたまえ。 

 

アーメン 

１．ここは神の 世界なれば 

  あめなる調べは 四方に聞こゆ。 

  岩も木々も 空も海も 

  くすしきみ業を さやに示す。  

 

２．ここは神の 世界なれば 

  野ゆりも小鳥も 神をたたう。 

  かぜにそよぐ 草木にすら 

  とうときみ神の み声を聞く。  

 

３．ここは神の 世界なれば 

  悪魔のちからは やがてほろぶ。 

  わがこころよ などて嘆く、 

  王なるわが神 世をすべます。 

お 

知

ら

せ 

〇 来週主日(10 月１８日)礼拝奉仕者 

  司式：伊藤雅道兄 / 説教：北澤忠蔵師 / 奏楽：森 園子姉 / 

受付：石森政枝姉 / 聖書朗読：伊藤優子姉   

〇 全聖徒主日礼拝・墓前礼拝について 

  教会歴では 11 月 1 日（日）が全聖徒主日ですが、李師が池上教会の担当日で不在

で 

すので、11 月 8 日（日）に全聖徒主日礼拝として守る事になりました。召天者の方 

のお写真を飾りますので 11 月 8 日（日）にお持ちください。礼拝後に武蔵野霊園

に 

て墓前礼拝を守ります。参加される方は受付に名簿がありますのでご記入お願いします。 

〇 10 月の動画配信は第 2，4 主日です。 

〇 礼拝動画はホームページに載せます（https://kirakira2020.jp/）。 

〇 先週の報告：10 月４日(日)  / 礼拝出席者：2８名 

礼拝献金：12,700 円 / 維持献金：15０,000 円 / 感謝特別献金：13,000 円      



 
 

建築特別献金：2,000 円 / 神学院維持献金：9,000 円   


